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O
挨
拶
運
動

挨
拶
は
人
と
人
を
結
び
つ
け

る
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平

成

18
年
度
よ
り
「
あ
い
さ
つ
運

動
」
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
住
民
同

土
だ
れ
か
れ
な
V
“
あ
い
さ
つ
”
を

交
わ
す
こ
と
に
よ
り
、
一
人
で
も

多
く
の
人
と
知
り
合
い
、
仲
良
く

な
る
こ
と
こ
そ
が
、
お
互
い
を
助

け
合
い
、
ま
た
不
審
者
も
近
寄
り

難
い
、
究
極
の
安
全
・
安
心
な
街

づ
く
り
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
様
も
率
先
し
て
地
域
内
で
あ

い
さ
つ
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
素
は
、
馬
木
地
区
社
協
の
活

動
に
ご
支
援
．
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

O
健
康
診
断
受
診
運
動

令
和
元
年
と
な
る
今
年
度
、
馬
広
島
市
は
「
健
康
寿
命
」
で
み

木
地
区
社
協
と
し
て
は
、
引
き
続
る
と
、
男
性
で

9
歳
、
女
性
に

き
「
安
全
・
安
心
な
街
づ
く
り
」
を
至
っ
て
は

15
歳
も
全
国
平
均
を

方
針
と
し
て
以
下
の
テ
ー
マ
に
重
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
健
康
な
状

0
高
齢
者
免
許
返
納
運
動

点
的
に
取
り
組
ん
で
ゆ
き
ま
す
。
態
で
老
後
を
過
ご
す
た
め
に
は
、
昨
今
高
齢
者
が
引
き
起
こ
す
交

1
年
に

1
度
は
健
康
診
断
を
受
通
事
故
が
大
き
な
社
会
問
題
と

け
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
な
っ
て
い
ま
す
が
、
馬
木
で
は
既

療

が

必

要

で

す

。

に

6
年
前
よ
り
運
転
免
許
返
納

今
年
度
は
、
東
区
役
所
の
協
力
者
に
パ
ス
ピ
ー

(
5
千
円
分
）
を

の
下
、
馬
木
地
区
を
健
診
受
診
率
進
呈
す
る
運
動
を
実
施
、
毎
年

向
上
に
向
け
た
モ
デ
ル
地
区
と
概
ね

20
名
の
方
が
返
納
さ
れ
て

し
て
受
診
率
ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
い
ま
す
。

ま
す
。8
月
30
日
（
金
）
と

11
月
5
日

（
火
）
に
虹
の
里
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
て
、
特
定
健
診
と
ガ
ン
検

診
を
一
緒
に
行
い
ま
す
の
で
、
対

象
者
の
方

(40
歳
以
上
の
健
診
は

無
料
、
ガ
ン
検
診
は
一
部
有
料
）

は
、
必
ず
こ
の
健
診
を
受
け
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

◎

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

〇

災
害
時
の
避
難
場
所
の

犯
罪
の
抑
止
効
果
を
目
的
に
、
周
知
徹
底

現
在
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
前
、
昨
年
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
前
、
西
の
畑
バ
豪
雨
災
害
の
教
訓
か
ら
、
万
一
の

ス
停
前
の
3
ケ
所
に
設
置
し
、
今
災
害
時
に
安
全
か
つ
迅
速
に
行

畜冑
占は
"'ヽ
にス
設 1

置パ

~i 秘鉗驚
動
で
き
る
よ
う
、
馬
木
で
は
、
区

役
所
の
協
力
の
下
、
住
民
全
戸
へ

の
災
害
避
難
場
所
を
記
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
小
学
校
高

学
年
・
中
学
校
で
の
災
害
時
の
避

難
教
育
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

“
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
”
と
の

基
本
原
則
の
下
、
万
一
の
際
は
、

隣
近
所
に
も
声
を
掛
け
な
が
ら
、

素
早
く
行
動
し
て
下
さ
い
。

◎

電
話
に
よ
る
高
齢
者

見
守
り
活
動
の
推
進

事
前
に
登
録
さ
れ
て
い
る
独
居
・

日
中
独
居
の
高
齢
者
（
約

30
名）

に
対
し
、
週
1
回
電
話
連
絡
に
よ

る
安
否
確
認
を
実
施
、
電
話
を

通
し
て
の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

馬
木
地
区
社
協
と
し
ま
し
て
は
、

住
民
の
皆
様
と
共
に
、
よ
り
良
い

街
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ゆ
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
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各
部
の
主
な
事
業
取
り
組
み

冒
．
藍
匿
糞
奮
躙
匿
一

0
行
方
不
明
者
捜
索
シ
ス
テ
ム
を
町
内
会
の
班

単
位
管
理

0
あ
い
さ
つ
運
動
を
旧
安
芸
町
と
一
体
で
行
う

0
町
内
会
未
加
入
世
帯
対
策

0
街
を
明
る
＜
、
防
犯
灯
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

0
入
国
住
民
と
の
共
生
社
会
を
目
指
す

・
・
置
望
H
.

編

0
馬
木
地
区
夏
・
年
末
の
町
内
一
斉
清
掃

0
愛
の
献
血
会
（
馬
木
地
区
）

0
馬
木
地
区
川
の
一
斉
清
掃

〇
健
康
診
断
受
診
運
動
実
施

□

置
蚕
扁
藍
．
閾
瓢
塵

0
地
域
児
童
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

0
平
和
学
習

〇
扇
子
踊
り
伝
承
子
ど
も
練
習
、
祭
り
等
参
加

0
子
ど
も
映
画
会
、
障
が
い
者
児
童
の
支
援

0
子
育
て
支
援

＿
置
謁
量
謳
瓢
匿
瓢
夏
奮
轟
匿
＿

直
誓
閥

n

文
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
付

ー

」
毎
月
発
行

L
二

0
「
う
ま
き
社
協
だ
よ
り
」
発
行

磁

'

0
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
策
定
の
推
進

一
』
量
巴
霞
匿
國
鼠

〇
理
事
会
、
三
役
会
議
、
区
社
協
助
成
金
申
請

0
町
内
会
よ
り
会
費
徴
収
、
賛
助
会
員
募
集

〇
各
種
団
体
助
成
、
そ
の
他

平成30年度決算書・令和元年度予算書

【収入の部】

1 費 目 l前年夏決算額-1-今年度う算盲~ II _ --摘- ---要—--—ニl 
前年度繰越金 23,008 1,344,171 

助成金並びに
440,710 940,710 

区社協助成金、

交付金 市民安全推進助成金

会費 453,000 453,000 1世帯250円X1,812世帯

賛助金並びに
2,547,747 790,000 

義援金・支援金、賛助会費・

寄付金 寄付金、広報紙広告協賛

雑取入 90,884 13,005 共同舅金事務費、預金利息等

合計 3,555,349 3,540,886 

単位：円 【支出の部】

うまいものをどんどん安く売る

ぃ一,~.
TELS 8 3-0 0 8 1 

I -費- 目 1'"; ―前年渡決-算-額--,-＇・,：今年度- 予―算-—額---=-l,」1 I 
＝ 

摘 要 I 

事務費 46,233 61,000 消耗品、通信運搬費等

研修・会議費 26,600 38,000 研修会参加費等

負担金 44,000 40,000 区社協、区コミ協負担金等

事業費 1,069,313 2,220,000 
新•福祉のまちづくり総合推進事業、
防犯カメラ防犯灯設置、各種団体助咸等

広報費 226,981 240,000 広報紙作成費

災害対応費 698,051 

゜
避難所支援・
ボランティア活動経費、災害見舞金等

寄付金 100,000 20,000 

次年度繰越
1,344,171 921,886 

予備費

合計 3,555,349 3,540,886 

珊墳設備プラントで池豫を考える

⑭麒西閾工業

単位：円

令和元年度馬木地区社会福祉協議会新旧理事

新理事氏名 I I日理事氏名 I 団体名
野口貴澄 小松則夫 大原二区町内会長

政棟 進 北） 11 泰 大原四区町内会長

峠井克己 片山 亨 紙屋町内会長

久保田俊彦 山本守彦 樋柴町内会長

吉村英夫 上迫史明 大原三区町内会長

山木千鶴子 田中孝一 やまのうえ町内会長

上迫香理 福木小学校PTA

セフ"J~..,,.,.,.;,,

広島馬木店

東区馬木 5丁目1699-1
ff899-2911 

女緑豊かな環境づくり

自然の保護に

みんなでやさしい配慮を

株式会社小畠造園
TEL(082)899-2037 

祉の原点です。 まず、挨拶を！！
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馬木8丁目大谷）11 

風
水
害
に
備
え
る

ー
ー
昨
年
7
月
、
馬
木
地
区
に
も

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
西

日
本
豪
雨
災
害
か
ら

1
年
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
、
手

付
か
ず
の
被
災
箇
所
も
数
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

被
災
後
に
仮
復
旧
し
た
道

路
や
河
川
な
ど
の
本
格
的
な
復

旧
整
備
が
、
馬
木
地
区
も
順
次

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

大
き
な
傷
跡
を
残
す
土
砂

災
害
場
所
に
、
砂
防
ダ
ム
な
ど

砂
防
施
設
整
備
も
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
復
旧
整
備
に
は

相
当
な
期
間
が
か
か
り
ま
す
。

整
備
中
は
、
工
事
関
係
の
大

型
車
両
が
幹
線
道
路
な
ど
を

適
行
し
ま
す
。
交
通
事
故
に
も

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

5
月
下
旬
か
ら
、
西
日
本
豪

雨
を
教
訓
に
避
難
行
動
を
呼

び
か
け
る
避
難
情
報
が
変
更

さ
れ
、

5
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル

で
、
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
伝

え
る
運
用
が
始
ま
っ
た

6
月
7

日
早
朝
、
広
島
県
、
山
口
県
内

の
各
地
に
大
雨
攀
一
＝
報
が
出
さ

れ
、
全
国
で
初
め
て
「
警
戒
レ
ベ

ル
4
」
が
発
令
に
な
り
ま
し
た
。

レ
ベ
ル
4
は
、
避
難
勧
告
対

象
地
域
の
住
民
は
全
員
避
難
、

安
全
な
場
所
へ
速
や
か
に
避
難

す
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
避
難
行
動
を
と
ら

れ
た
方
は
、
わ
ず
か
で
し
た
。

レ
ベ
ル
3
は
、
避
難
準
備
・
高

齢
者
等
避
難
開
始
で
す
。

警
戒
レ
ベ
ル
の
数
字
が
大
き

く
な
る
ほ
ど
、
災
害
発
生
の
危

険
度
が
増
し
ま
す
。

家
族
で
あ
ら
か
じ
め
決
め
て

い
た
避
難
場
所
や
知
人
・
親
戚

宅
な
ど
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

日
頃
か
ら
、
居
住
地
域
の
危

険
な
場
所
や
道
路
状
況
等
を

【馬木地区の避難場所一覧】
I I 

I 避難場所等 I 町内会（主な対象地域） I 
I 

虹の里 下条、惣野谷、

ふれあいセンター 西野畑、西野地、 馬木1丁目

馬木二丁目548-1 安芸ハイツ、 2丁目

丁EL562-2661 上西、紙屋、 5丁目

【駐車可能台数30台］ 寺山

虹の里

第2特別養護老人

ホーム 天王、樋柴、 馬木3丁目

馬木三丁目26-2-4 大藪、大谷 4丁目

TEL516-5225 

［駐車可能台数50台］

福木小学校
煕木ハイツ、 馬木6丁目

馬木9丁目1-2
大原1区、大原2区、 7丁目

［駐車場有り】
大原3区、大原4区、 8丁目

やまのうえ 9丁目

確
認
し
て
お
き
、
テ
レ
ビ
な
ど

で
避
難
情
報
を
収
集
し
て
、
心

配
や
危
険
を
感
じ
た
ら
お
互
い

に
声
を
掛
け
合
い
「
明
る
い
う

ち
に
」
、
準
備
し
て
お
い
た
飲
み

物
、
食
糧
な
ど
を
も
っ
て
行
き

ま
し
ょ
う
。

馬
木
地
区
土
砂
災
害
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
馬
木
地
区
の
全
戸

に
配
付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ッ
プ
に
は
、
馬
木
地
区

全
域
の
崖
崩
れ
や
土
石
流
災
害

が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
所

に
つ
い
て
、
土
砂
災
害
警
戒
区

域
、
土
砂
災
害
特
別
撃
―
-
＝
戒
区
域

を
表
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
広
島

束
福
祉
会
「
虹
の
里
」
と
馬
木
地

区
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会

で
は
、
災
害
時
に
一
時
避
難
場

所
と
し
て
施
設
利
用
が
で
き
る

よ
う
、
災
害
時
相
互
応
援
協
力

協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

避
難
す
る
と
き
の
町
内
会
別

避
難
場
所
一
覧
や
避
難
詩
に

リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
て
持
ち
出
せ

る
よ
う
に
、
非
常
持
ち
出
し
0
0
0

の
チ
ェ
ッ
ク
表
も
あ
り
ま
す
。

防
災
マ
ッ
プ
を
広
げ
て
、
避

難
行
動
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か、
家
族
で
話
し
あ
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

た
め
、
た
と
え
避
難
が
百
回
空

振
り
に
な
っ
て
も
。

地域社会の発展と活性化に努めます

B 一広島東部地区マツダOB会
（馬木•福田・上温品・温品）

中国運輸局指定 民間車検工場

株式会社ドイ•モーター
車検／整備／新車 ・中古車販売・買取り
板金・塗装修理／ポディ コーティング
自賠責 ・自動車保険

〒732-0031 広島市東区馬木4丁目 1439-1

TEL (082) 899-5656 (代） FAX (082) 899-2096 

隣近所で仲良くしていくことが
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"
 

溢
g木
保
育
園
長
に

~

溢
叫
任
し
て
広
島
市
福
木
保
育
園

~

•
岡
崎
史
恵

＂

!~e

輩

.................... 、

、

.. 

こ
の
四
月
に
、
佐
伯
区
の
五

月
が
丘
保
育
園
か
ら
転
勤
し

て
ま
い
り
ま
し
た
岡
崎
史
恵

と
申
し
ま
す
。

福
木
保
育
園
の
周
り
は
田

ん
ぼ
や
畑
が
あ
り
、
こ
ど
も
た

ち
は
、
散
歩
に
出
か
け
草
花
に

触
れ
た
り
、
虫
を
み
つ
け
た
り
、

自
然
の
中
で
い
き
い
き
と
過

ご
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
は
、
い
つ
も

温
か
い
ま
な
ざ
し
で
見
守
っ
て

く
だ
さ
り
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
で
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
子
ど

も
た
ち
が
遊
び
を
通
し
て
成

長
で
き
る
よ
う
「
健
や
か
な
身

体
と
豊
か
な
心
を
育
む
」
保
育

理
念
の
も
と
、
『
こ
こ
ろ
も
か

ら
だ
も
げ
ん
き
な
ふ
く
き
っ

こ
』
を
目
指
し
て
、
職
員
一
同

力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
引
き
続
き
ご
支

援
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

な
り
瓦
に
変
わ
り
ま
し
た
。
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童
面
さ
ん
祭
り
は
、
大
変
賑

や
か
な
祭
り
の
―
つ
で
あ
っ
た

6
 9

そ
う
で
す
。
祭
り
の
日
が
近
づ

今
回
は
、
童
面
堂
に
つ
し
て
く
と
、
遠
く
か
ら
太
鼓
や
笛
の

の
ご
案
内
で
す
。
音
が
聞
こ
え
、
子
供
た
ち
（
古
老

童
面
堂
は
、
馬
木
八
幡
神
社
た
ち
の
子
供
の
こ
ろ
）
は
、
小
遣

の
裏
の
山
側
に
向
か
う
道
を
、
い
銭
を
ね
だ
っ
て
祭
り
の
日
が

お
よ
そ
1
0
0
メ
ー
ト
ル
上
っ
来
る
の
を
待
ち
望
ん
で
い
た
そ

た
と
こ
ろ
の
右
手
に
、
ハ
イ
キ
ン
う
で
す
。

グ
コ
ー
ス
案
内
板
「
ニ
ケ
城
山
」
道
端
に
は
、
組
々
の
織
旗
が

の
看
板
が
見
え
ま
す
。
こ
こ
を
た
く
さ
ん
並
び
、
祭
り
の
当
日

右
に
曲
が
っ
て
す
ぐ
右
手
に
あ
は
、
早
朝
の
花
火
打
ち
上
げ
で

る
祠
が
「
童
面
堂
」
で
す
。
始
ま
り
、
子
供
た
ち
は
、
早
く
起

地
元
の
人
達
か
ら
は
、
「
童
面
き
て
弁
当
を
作
っ
て
も
ら
い
、
新

さ
ん
」
の
名
で
古
く
か
ら
親
し
し
い
着
物
を
着
せ
て
も
ら
っ
て
、

ま
れ
信
仰
さ
れ
て
き
た
祠
で
す
。
小
遣
い
を
握
り
し
め
、
親
に
連

お
堂
の
中
に
安
置
し
て
あ
る
れ
ら
れ
出
か
け
る
の
が
楽
し
み

石
仏
は
、
そ
の
昔
馬
木
の
人
が
、
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

農
耕
、
野
菜
栽
培
な
ど
で
恩
恵
出
店
も
立
ち
並
び
、
子
供
相

を
受
け
た
行
脚
僧
の
死
を
悼
ん
撲
が
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
、
午

で
彫
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
後
か
ら
は
、
安
楽
寺
の
住
職
さ

平
成

7
年
(
1
9
9
5
年
）
に
ん
の
説
教
に
耳
を
傾
け
、
夜
は
、

は
、
馬
木
の
有
志
の
方
々
の
寄
若
い
衆
ら
が
提
灯
を
掲
げ
太
鼓

進
に
よ
り
、
お
堂
が
新
し
く
建
を
た
た
き
、
深
夜
ま
で
騒
い
で

て
替
わ
っ
て
い
ま
す
。
い
た
そ
う
で
す
。

「
安
芸
町
誌
」
に
よ
り
ま
す
と
、

し

祭
神
は
不
明
、
童
面
様
と
も
い

い
、
春
に
は
祭
り
が
施
行
さ
れ
、

例
祭
日
は
、

4
月
20
日
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
瓦
葺
の

屋
根
で
す
が
、
昭
和
中
頃
ま
で

は
藁
で
葺
い
て
あ
っ
た
そ
う
で
、

藁
を
葺
き
替
え
る
人
が
い
な
く

。． 

ー
会

【編集後記】今年の梅雨入りは、記録的に一番遅い日に

なりました。雨が降らないのも困りものですが、警報にな

るような大雨でなく、ほどほどのまとまった雨も必要です

ね。暑さの厳しい夏を迎えます。熱中症対策を十分にして、

気を付けてください。

健やかな毎日の創造!E曰1,&~

I畷ビIlダ—田中工務店
馬木2丁目490-24r 899-4444 

田
四
国
国
閲
闘
目
回
園

地
域
の
皆
様
に
は
、
賛
助
会

員
申
し
込
み
及
び
賛
助
金
、
寄

付
金
を
多
数
お
寄
せ
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

賛
助
金
等
は
、
馬
木
地
区
社

協
の
福
祉
活
動
に
役
立
た
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

加
入
申
し
込
み
は
、
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
ー
ロ
干
円
、

何
口
で
も
結
構
で
す
。

各
町
内
会
長
ま
た
は
馬
木

地
区
社
協
会
計
升
川
康
仁

(
8
9
9
|
8
7
6
6馬
木
郵
便
局
）

に
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

造園・土木

(ff)ミヤモト緑化産業

代表取締役 宮本 好司

馬木6丁目 1713-3
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心と心を結9ぷ

虹五虹の里居宅介護支援事業所
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